
工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

土木工事施工管理基準

7．そ の 他

（2）情報化施工

10,000m3 以上の土工を扱う工事、１件工事における施工面積が 2.5ha 以上のほ場整備工事に

おいて、情報化施工技術活用工事となった場合の出来形管理については､「情報化施工技術の活

用ガイドライン（平成 30 年 3 月 農林水産省農村振興局整備部設計課）」の規定によるものと

する。

（http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/index.html）

土木工事施工管理基準

7．そ の 他

（2）情報化施工

1,000m3 以上の土工を扱う工事、１件工事における施工面積が 1.0ha 以上のほ場整備工事に

おいて、情報化施工技術活用工事となった場合の出来形管理については､「情報化施工技術の活

用ガイドライン（平成 31 年 3 月 農林水産省農村振興局整備部設計課）」の規定によるものと

する。

（http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/index.html）

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜） 出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

諸基準類の改定に伴う修正

諸基準類の改定に伴う修正

諸基準類の改定に伴う修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜） 出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

諸基準類の改定に伴う修正

軽微な字句の修正

軽微な字句の修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜） 出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

施工面積の規格値見直し

（北海道農政部の出来形管理と整

合を図る。）

施工面積の規格値等を見直し

（北海道農政部の出来形管理と整

合を図る。）

施工面積の規格値等を見直し

（北海道農政部の出来形管理と整

合を図る。）
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

出来形管理基準及び規格値 （単位㎜） 出来形管理基準及び規格値 （単位㎜）

吸水渠（各渠延長、吸水間隔）の

測定基準見直し

（北海道農政部の出来形管理と整

合を図る。）

付帯明渠（掘削幅、掘削深）の測

定基準見直し

（北海道農政部の出来形管理と整

合を図る。）
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

表記統一のため修正

規格値の修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

誤記の修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

8 / 19



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

12 / 19



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

品質管理基準及び規格値 品質管理基準及び規格値

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

諸基準の改定により修正

16 / 19



工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

写真管理基準（案）

1.総 則

1-1 適用範囲

この写真管理基準は、農業土木工事施工管理基準に定める土木工事の工事写真による管理

（デジタルカメラを使用した撮影～提出）に適用する。

なお、フィルムカメラを使用した撮影～提出とする場合は、別紙「フィルムカメラを使用し

た場合の写真管理基準（案）」による。

2-3 情報化施工及び３次元データによる施工管理

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成30年3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）｣

による出来形管理を行った場合には、出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は､写真管理基

準のほか、同要領の規定による。

2-6 撮影の仕様

写真の色彩やサイズは以下のとおりとする。

（1）写真はカラーとする。

（2）有効画素数は小黒板の文字が判読できることを指標とする。縦横比は 3：4 程度とする。（100

万画素程度～300 万画素程度＝１,200×900 程度～2,000×1,500 程度）

2-7 撮影の留意事項

撮影箇所一覧表の適用について、以下の事項を留意するものとする。

(1) 「撮影項目」、「撮影頻度」等が工事内容に合致しない場合は、監督職員の指示により追加、削

減するものとする。

(2) 施工状況等の写真については、ビデオ等の活用ができるものとする。

(3) 不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む）が確認できるよう、特に注

意して撮影するものとする。

(4) 撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図（撮影位置図、平面図、凡例図、構

造図など）を参考図として作成する。

(5) 撮影箇所一覧表に記載のない工種については監督職員と写真管理項目を協議のうえ定めるも

のとする。

写真管理基準（案）

1.総 則

1-1 適用範囲

この写真管理基準は、農業土木工事施工管理基準に定める土木工事の工事写真による管理

（デジタルカメラを使用した撮影～提出）に適用する。

なお、フィルムカメラを使用した撮影～提出とする場合は、別紙「フィルムカメラを使用し

た場合の写真管理基準（案）」による。また、写真を映像と読み替えることも可とする。

2-3 情報化施工及び３次元データによる施工管理

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成31年3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）｣

による出来形管理を行った場合には、出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は､写真管理基

準のほか、同要領の規定による。

2-6 撮影の仕様

写真の色彩やサイズは以下のとおりとする。

（1）写真はカラーとする。

（2）有効画素数は小黒板の文字が判読できることを指標とする。縦横比は 3：4 程度とする。（100

万画素程度～300 万画素程度＝１,200×900 程度～2,000×1,500 程度）

映像と読み替える場合は、以下も追加する。

（3）夜間など通常のカメラによる撮影が困難な場合は、赤外線カメラを用いる等確認可能な方法で

撮影する。

（4）フレームレートは、実速度で撮影する場合は、30fps 程度を基本とする。高倍速での視聴を目

的とする場合は、監督職員と協議の上、撮影時に必要な間隔でタイムラプス映像を撮影するこ

とができる。

2-7 撮影の留意事項

撮影箇所一覧表の適用について、以下の事項を留意するものとする。

(1) 「撮影項目」、「撮影頻度」等が工事内容に合致しない場合は、監督職員の指示により追加、削

減するものとする。

〔削除〕

(2) 不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む）が確認できるよう、特に注

意して撮影するものとする。

(3) 撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図（撮影位置図、平面図、凡例図、構

造図など）を参考図として作成する。

(4) 撮影箇所一覧表に記載のない工種については監督職員と写真管理項目を協議のうえ定めるも

のとする。

諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

別紙「フィルムカメラを使用した場合の写真管理基準（案）」

2.撮 影

2-3 情報化施工

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成 30 年 3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）」によ

る出来形管理を行った場合には､出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は同要領の規定による。

別紙「フィルムカメラを使用した場合の写真管理基準（案）」

2.撮 影

2-3 情報化施工

「情報化施工技術の活用ガイドライン（平成 31 年 3月 農林水産省農村振興局整備部設計課）」によ

る出来形管理を行った場合には､出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は同要領の規定による。
諸基準の改定により修正
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工 種 土木施工管理基準

土木工事施工管理基準及び規格値 新旧対比表
現 行 （平成３０年度） 改 定 （平成３１年度） 改定理由

撮影箇所一覧表（出来形管理） 撮影箇所一覧表（出来形管理）

諸基準の改定により修正
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